
広報

6 2001. 
一きらめき大洲21- 〈平成13年・No.542>

謹賀新年



1月号

大

桝洲
市

長

輿

広報ああず 2001

田、さつ

市
民
の
皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
は
、

市
政
の
推
進
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を

い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

昨
年
は
、
西
暦
二

0
0
0
年
と
い

う
大
き
な
節
目
と
な
る
一
年
で
あ
り
、

少
子
・
高
齢
化
の
進
展
や
地
球
規
模

で
の
環
境
意
識
の
高
ま
り
、
さ
ら
に

は
高
度
情
報
化
時
代
の
到
来
と
い
う

時
代
の
大
き
な
波
が
押
し
寄
せ
た
転

換
期
で
も
あ
り
ま
し
た
。
銀
行
や
保

険
会
社
な
ど
の
経
営
破
綻
の
ほ
か
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
厳
し
い
経
済
状
況

が
続
き
、
そ
れ
に
伴
い
地
方
財
政
も

影
響
を
受
け
、
今
後
の
行
財
政
運
営

は
、
地
方
分
権
と
共
に
厳
し
い
変
革

が
迫
ら
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
社
会
経
済
環
境

が
い
か
に
厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
て

い
ま
し
て
も
、
こ
う
し
た
様
々
な
課

題
を
解
消
し
、
生
活
者
中
心
の
視
点

に
立
っ
た
よ
り
成
熟
し
た
地
域
社
会

の
形
成
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
本
市
に
お
き
ま
し
で
も
、
昨
年
四

月
に
は
介
護
保
険
制
度
が
導
入
さ
れ

高
齢
化
を
踏
ま
え
た
福
祉
行
政
の
さ

ら
な
る
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。

ま
た
、
待
ち
望
ま
れ
て
い
た
松
山

自
動
車
道
伊
予
j
大
洲
聞
が
七
月
に

開
通
し
、
十

一
月
に
は
四
国
横
断
自

動
車
道
宇
和
1
大
洲
聞
の
起
工
式
が

行
わ
れ
る
な
ど
本
格
的
な
高
速
交
通

時
代
を
迎
え
て
、
大
洲
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ぐ

ン
ジ
と
市
街
地
を
結
ぶ
ア
ク
セ
ス

道
路
整
備
も
順
調
に
進
ん
で
お
り
ま

す
。一
方
、
平
成
七
年
の
梅
雨
前
線
豪

雨
に
よ
る
災
害
を
契
機
に
五
年
間
に

わ
た
り
実
施
さ
れ
た
肱
川
激
甚
災
害

対
策
特
別
緊
急
事
業
に
よ
り
、
治
水

対
策
は
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。大

洲
拠
点
地
区
エ
リ
ア
へ
の
大
型
商
業

施
設
な
ど
の
企
業
進
出
に
よ
る
新
規

雇
用
の
創
出
や
良
好
な
環
境
の
市
街

地
を
計
画
的
に
整
備
す
る
た
め
の
大

洲
市
東
若
宮
土
地
区
画
整
理
組
合
の

設
立
な
ど
、
新
し
い
時
代
に
希
望
の

光
が
差
し
始
め
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
本
年
は
、
ふ
れ
あ
い
と
ぬ

く
も
り
が
実
感
で
き
る
、
魅
力
と
活

力
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
を
よ
り
一

層
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
大
洲
城
天
守
閣
復
元
事
業

に
つ
き
ま
し
て
は
、
皆
様
か
ら
物
心

の
両
面
に
わ
た
り
温
か
い
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

物
質
的
な
豊
か
さ
か
ら
、
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
や
精
神
的
な
豊
か
さ

を
求
め
る
傾
向
が
強
く
な
っ
た
今
、

よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り
の
主
人
公
で

あ
る
市
民
の
皆
様
と
協
調
・
団
結
し

新
た
な
時
代
を
切
り
開
い
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

結
び
に
、
二
十

一
世
紀
最
初
の
年

と
な
る
本
年
が
、
皆
様
に
と
っ
て
す

ば
ら
し
い

一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。



大
洲
L

市
議
会
議
長

清

水

久

二

博

1月号広報ああず 2001

大
洲
市
民
の
皆
様
、
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
輝
か
し

い
新
春
を
ご
家
旅
お
揃
い
で
お
迎
え

の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。
日
頃
よ
り
市
議
会
に
対
す
る

温
か
い
ご
理
解
・
ご
支
援
を
賜
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、

日
本
の
社
会
経
済
は
、
生

産

・
消
費
・
金
融
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
お
い
て
、
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

二
十

一
世
紀

の
ス
タ
ー
ト
を
飾
る
本
年
は
、

I
T

革
命
を
は
じ
め
、
安
心
と
自
立
の
た

め
の
社
会
保
障
改
革
、
よ
り
良
く
生

き
る
た
め
の
教
育
改
革
、
ま
た
世
界

か
ら
信
頼
さ
れ
る
国
家
の
実
現
な
ど

日
本
新
生
を
目
標
に
様
々
な
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

当
市
に
お
い
て
も
、
市
民
生
活
の

向
上
・
発
展
に
向
け
、
情
勢
変
化
に

対
応
し
た
豊
か
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
昨
年
の
大
洲
市
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
介
護
保
険
制
度
や
中
山
間
地
域

等
直
接
支
払
制
度
な
ど
の
新
し
い
制

度
が
導
入
さ
れ
、
ま
た
特
別
養
護
老

人
ホ
l
ム
「
と
み
す
寮
」
や
し
尿
処

理
施
設
「
清
流
園
」
、
肱
川
河
川
防

災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
一
級
河
川
肱
川

激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業
に
よ

る
河
川
改
修
な
ど
の
整
備
が
行
わ
れ
、

「
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
」
に
向
け
て
順
調
に
推
進
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
七
月
に
開
通
し
た
松
山
自

動
車
道
伊
予
j
大
洲
聞
の
利
用
者
は

当
初
の
予
想
を
は
る
か
に
上
回
り
、

こ
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
こ
数
年
低

迷
を
続
け
て
い
ま
し
た

つ
っ
か
い
」

や
「
い
も
た
き
」
の
観
光
客
も
平
年

時
ま
で
回
復
す
る
な
ど
の
相
乗
効
果

が
あ
り
ま
し
た
。

迎
え
ま
し
た
本
年
は
、
長
年
の
懸

案
事
項
で
あ
り
ま
す
山
鳥
坂
ダ
ム
建

設

・
中
予
分
水
事
業
が
、

国
・
県
と

肱
川
流
域
に
よ
る
計
画
見
直
し
協
議

が
進
め
ら
れ
ま
す
が
、
将
来
に
誤
り

の
な
い
方
向
付
け
を
す
る
た
め
に
も

慎
重
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。
ま
た
、
地
域
経
済
も
完
全
復
調
で

な
い
時
期
に
、
大
洲
市
財
政
も
例
外

な
く
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
が
、
市
民
福
祉
の
向
上
と
活
性
化

に
向
け
、
特
に
、

福
祉
保
健
の
充
実
、

教
育
文
化
並
び
に
農
林
業
、
商
工
観

光
の
振
興
な
ど
主
要
事
業
の
推
進
を

図
り
、
大
洲
市
総
合
計
画
j
き
ら
め

き
大
洲
幻
j

の
実
現
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
市
民
の
皆
様
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
議
会
と
し
て
的
確
な
判
断
を
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

と
り
わ
け
、

大
洲
城
天
守
閣
の
復
元

ゃ
、
ま
ち
の
駅
、
道
路
網
、
治
水
整

備
に
つ
い
て
は
関
係
機
関
と
連
携
し

た
対
応
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
か
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
で
も
、
今
後
尚
一
層
の
ご
指
導
・

ご
鞭
撞
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。
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ー孟孟

10 8 6 1 
日日日 月

新
春
書
き
初
め
会

七
草
が
ゆ
歩
こ
う
会

成
人
式
/
寒
中
水
泳
大
会

十
日
え
び
す
ま
つ
り

23 13 5 2 
日日日 月

祇
固
ま
つ
り
開
幕

(
1
8
日
)

大
洲
市
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

大
洲
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

大
会
大
洲
市
民
大
学

(上
沼
恵
美

子
さ
ん
)

大
洲
市
地
域
福
祉
推
進
委
員

会
介
護
保
険
事
業
計
画
答
申

26 
日

、29
日

8 2 1 3 
日日日 月

消
防
団
出
初
め
式

観
光
人
力
車
出
発
式

3
月
定
例
市
議
会

(
1
2
日
)

西暦

27 
日

観
光
さ
く
ら
ま
つ
り
開
幕
式

と
み
す
寮
落
成
式

26 18 13 2 4 
日日日日 月

桜
ま
つ
り
剣
道
大
会

稚
あ
ゅ
の
肱
川
放
流

八
多
喜
観
桜
会

大
洲
市
東
若
宮
土
地
区
画
整

理
組
合
設
立
総
会

第
6
口
市
民
の
森
記
念
植
樹

7 5 29 
日月 日

つ
つ
じ
ま
つ
り
モ
デ
ル
撮
影

会う
か
い
宣
伝
隊
出
発
式

少
彦
名
温
泉
オ
ー
ブ
ン

4 3 1 6 17 9 
日日日 月 日日

う
か
い
聞
き

(
1
9
月
剖
日
)

ほ
た
る
・
し
よ
う
ぶ
鑑
賞
会

救
難
ボ

ト
取
扱
訓
練

二
十
世
紀
最
後
の
年
、
西
暦
二
0

0
0
年
は
ど
の
よ
う
な
一
年
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

松
山
自
動
車
道
伊
予
大
洲
聞
が

開
通
し
、
四
国
横
断
自
動
車
道
宇
和
|

大
洲
聞
の
起
工
式
も
行
わ
れ
る
な
ど

高
速
交
通
時
代
が
到
来
し
、
平
成
七

年
の
梅
雨
前
線
豪
雨
に
よ
る
被
害
を

契
機
に
五
年
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
た

肱
川
激
特
事
業
が
終
了
し
ま
し
た
。

ま
た
、
少
子
高
齢
化
社
会
に
向
け

て
介
護
保
険
と
い
う
新
た
な
制
度
が

25 18 14 
日日日

6
月
定
例
市
議
会

(i
m日
)

家
族
米
づ
く
り
体
験

衆
議
院
議
員
総
選
挙
・
参
議

院
議
員
補
欠
選
挙

引
日
目
白

ヌ
ー
ツ
ー
リ
ン
グ
駅
伝
大
会

日
韓
友
好
少
年
少
女
突
飛

大
洲
夏
季
大
学
(
衣
笠
祥
雄

さ
ん
)

い
も
た
き
初
煮
会

卜
1

ヰ
ン
ク
シ
ア
タ
ー
わ
が

ま
ち
「
西
予
物
語
」
公
演

安
曇
川
町
か
ら
友
好
都
市
大

洲
を
訪
ね
る
旅

(1
初
日
)

J

R
駅
前
放
置
自
転
車
を
な

く
そ
う
運
動

4 

14 11 28 15 14 
日 月 日日日

家
族
米
づ
く
り
体
験
収
穫
祭

市
民
運
動
会

科
学
体
験
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

大
洲
市
戦
没
者
・
消
防
団
及

び
公
務
殉
職
者
合
同
追
悼
式

新
谷
も
み
じ
観
葉
会

お
お
す
音
楽
祭

福
祉
と
健
康
づ
く
り
市
民
の

つ
ど
い

肱
川
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊

急
事
業
竣
工
式

16 15 1 7 
日日日 月

運
動
公
園
ブ
ー
ル
聞
き

観
光
地
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

郷
土
美
化
運
動
「
市
内
一
斉

清
掃
」

水
天
宮
花
火
大
会

大
洲
市
中
学
生
海
外
派
遣
事

業

(1
8月
刊
日
)

四
国
縦
貫
自
動
車
道
伊
予
|

大
洲
閏
開
通

26 25 
日日

29 
日

30 
日

5 9 
日月

第
包
回
突
、
書
女
全
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

9
月
定
例
市
議
会

(
i
m日
)

ボ
イ
ス
カ
ウ
ト
大
洲
第

1

団
発
団
式

鵜
感
謝
祭

17 
日

19 
日

20 
日

4 2 12 
日日 月

大
洲
市
駅
伝
大
会

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

セ
ミ
ナ
ー

人
権
週
間
企
業
訪
問

・
街
頭

啓
発
刊
は
月
定
例
市
議
会

(i
m
日
)

手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
ク
リ
ス

マ
ス
会

27 21 
日日

28 
日

6 3 2 e 
日日日 月

観
光
な
し
圏
開
園
式

川
ま
つ
り
花
火
大
会

(4
日
)

大
洲
ジ
ュ

ニ
ア
ト
ラ
イ
ア
ス

ロ
ン
大
会

自
動
車
道
開
通
記
念
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル

「
噂
の
フ
ァ
ミ
リ
ー

1
億
円
の
花
婿
」
公
演
/
力

23 12 
日日

13 6 10 26 
日日 月 日

上
須
戒
観
光
い
も
園
開
園
式

友
好
都
市
安
曇
川
町
を
訪
ね

る
旅

(
i叩
日
)

5 
日

18 6 
日日

20 
日



4物:
話機

ス
タ
ー
ト
し
、
大
洲
市
斎
場
の
供
用

が
始
ま
る
な
ど
、
道
路
や
施
設
・
設

備
が
充
実
し
健
康
で
快
適
に
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
が
大
き
く
進
ん
だ
一

年
と
な
り
ま
し
た
。

1月号

i-
祝EE横断自動車道(宇11~大洲)起工式

/ / 

広報ああず 2001

四国横断自動車道宇和~大洲南インター間 (15.4km)の起工式
21世紀を迎え自動車道はさらに南ヘ伸びていきます/

企11月10日

口

口
/口
口

口
口
口
口
口

口

口

口 ..6月25日衆議院議員総選挙
参議院議員補欠選挙

口
口
口
口

口
口
口
口

口
口
口
口

口
口
口
口

口
口
口

口
口
口
口
口

問
調
副
喝

1
J合
国

cpy--鞘融
糠
麟
樹
園
匝
麗
臨
躍
盟
臨
画
圃
・
・
・
圃
・
・
・

年
演

寸
E

崩
福
岡
町、

A

醐
思
J
謀
議
主
回
圃
園
田
輯
掴
愚
暗
闇

-EE--周公
戸

卜

輔
可

ulF
!

-J
笠
置
国
船
酔
配

穫

圃
圏
醐
輔
輔
輔
輔
瞳
哩
薗
園
圃
圃
園
田

・

m団

戸

E
4
珂
姐

.7滴
湖
脳
圃
醐
闇
嗣
醐
圃

収

圃
園
瞳
輔
輔
繍
輔
ウ
開
園
・
・
・
圃

立
技

岬

サ

圃

a照
暗
闇

o
g附
れ

N
a
a闘
醐
圃
・

験

園
田
輯
輔
輔
騨
司
剖
輔
曙
岨
圃
輔
細

創
雑

n

A

ン

園

、
a
a・
地
糊
須
剣
磁
抱
似
珂
明

da司
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瞳
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口
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広報ああず 2∞1 1月号

財政状況をお知らせします平成12年度上半期
〈平成12年4月1日~平成12年9月30日〉

一般会計予算執行状況 どれだけ収入・支出ガあったか

仁コ予算額 177億7，846万円
仁コ執行額 79億2，083万円

61億9，554万円
39億6，348万円

Eコ予算額 177億7，846万円
仁コ執行額 52億9，162万円

39青7，245万円
12億2，333万円

32官8，203万円
21億1，408万円 民て」
日雪EhZ」7億2，494万円

7億2，494万円

21億1，047万円
8億6，372万円

24億3，344方円

7億2，360万円

3億5，000万円
2億2，803万円

17億5，443方円

1億6，622万円 直司医司」 19億4，361万円
6億3，522万円

31，意4，889万円
1億2，930方円

一工一一一一一一一一一一」

14億7，092万円 「一一一一一寸 国庫支出金l
1億2，269万円 U 1.5% 

1億円
1億1，636万円

35億5，171万円
3億 5，573万円

歳入とは収入(入って〈るお金)のこと
歳入には、市税、分担金及び負担金などの自主財源(市が自
らの手で集めて使うととができるお金)と市税等の不足を補う
地方交付税などの依存財源(国や県かう与えられるお金)があ
ります。このなかでも、地方交付税が大洲市の歳入の最も多く
を占めています。
地方交付税国かう大洲市に配られたお金で使い道は自

う決めることができる
市 税ー個人 -法人市民税や固定資産税など
国庫・県支出金・・・道路や建物の整備などに必要なお金の一部

として国・県かう受け入れる使い道が決め
られているお金

繰 越 金前年度かう繰り越したお金

市税と市民負担の状況

I頁
市民税 固定資産税

強 畳目

金 客員 8億1，132万円 11億3，286万円

1世帯当たり 56，100円 78，333円

1人 当たり 20，691円 28，891円

構成比 38.4% 53.6% 

里旦

26億 478万円
5億5，583万円

5億1，425万円
2億 429万円

円FF;言:;;?
歳出とは支出(使ったお金)のこと
市では、 住民の皆さんの暮らしをいろいろ芯面で支えていま
す。たとえば、皆さんの健康・生命や家の安全を守り、子ども
から大人まで学べる環境や住みよいきれいなまちづくり、日々
の暮うしの助け合いや働く皆さんを応援するために有効にお金
を使っています。
民 生 費ー主に福祉の充実のために使うお金
公 債 費・・・市の借入金(借金)の元金と利子芯どの支

払いに使うお金
衛 生 費..衛生的な生活環境のために使うお金
土 木 費ーー道路や河川などの整備のために使うお金

h 
たばこ税 軽自動車税 .6. 

壁手
ロ

盆 計

1億 188万円 6，802万円 21億1，408万円

7，044円 4，703円 146，180円

2，598円 1，734円 53，914円

4.8% 3.2% 100.0% 

1世帯当たり、 1人当たりの換算は、平成12年9月30日現在の住民基本台帳を基に計算しています。
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1月号広報ああず 2001

B 
平成12年4月1日
平成12年9月30日

一般会計予算性質別執行状況

どのようにお金ガ、使われたか

その他 2億878万円(3.9%)

扶助費
4億9，155万円
(9.3%) 

(公債費の状況 泊市の借金の残高

区分 借入先 件数 現在 高 l世帯当たり l人当たり

大蔵省 124 64億 758万円 443，062円 163，412円

自主 郵政省 48 22億5，040万円 155，607円 57，392円
メヱ合ミ、 その他 119 84i意5，558万円 584，675円 215，643円
計 小計 291 171億1，356万円 1，183，344円 436，447円

特 大蔵省 38 32億5，161万円 224，838円 82，926円

Jjlj 郵政省 40 15億1，853万円 105，001円 38，727円
メヱズ〉、 その他 25 12億6，074万円 87，176円 32，152円
計 小計 103 60億3，088万円 417，015円 153，805円
t口b‘ 計 394 231億4，444万円 1，600，359円 590，252円

(市有財産の状況益市ガ所有する土地、建物など

(事業会計の状況 泊

総収益 総費用 当期純利益

工業用水道 360万円 120万円 240万円

水 道 3億6，968万円 2億 115万円 1億6，853万円

病 院 17億4，205万円 15億4，563万円 l億9，642万円

種別 面積等 五〈苧i 額
F宅4ー・ 地 596，926m2 51億3，779万円
山 林 2，858，541m2 9，782万円
田 t田 114.093m2 l億9，059万円
雑種地 131，352m2 10億2，569万円
建 物 213，176m2 251億7，165万円
立 木 64，353m3 3億5，075万円 | 

財 政 調 整 基 金 7億3，860万円
国民健康保険財政調整基金 4億1，181万円
土 地 開 ?ブじ冷 基 王人立~ 6億2，691万円
その他特定目的基金 16億 472万円
出 資 旦〈五¥ 5億 931万円
1口』 計 38億9，135万円

特別会計
国民健康保険 国保診療所 老人保健 公共下水道事業 交通傷害保障

~ 間 轟主の状況 主亘 F動ーー=，l¥.;=rt1!l1T二』

予算現額 33億 8.600万円 2.543万円 47億 630万円 7億 241万円 985万円
収入済額 9億 9.314万円 382万円 17億 5.667万円 2.729万円 969万円
支 出済額 11億 9.197万円 1.171万円 19億 6.222万円 2億 668万円 827万円
差 ヲ| ム 1億 9.883万円 ム 789万円 ム 2億 555万円 ム 1億 7.939万円 142万円

土地取得造成 住宅新築資金 簡易水道 農業集落排水事業 駐車場事業 介護保険

製通
等貸付事業

{em 持ミ主 固 建欝規融¥
1.846万円 1億 1.730万円 2億 447万円 2.903万円 5.088万円 17億 2A23万円
1万円 2.088万円 914万円 355万円 1.094万円 3億 4.610万円
897万円 6.641万円 4.910万円 1.117万円 1.400万円 4億 7.216万円

L::，. 896万円 ~与 4.553万円 L::，. 3.996万円 ~与 762万円 乙" 306万円 ム 1億 2.606万円

国
民
年
金
で

二
十
歳
の
ス
タ
ー
ト

大
人
の
仲
間
入
り
を
さ
れ
る
皆
さ

ん
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

晴
れ
て
大
人
の
仲
間
入
り
を
さ
れ

た
皆
さ
ん
に
は
、
選
挙
権
な
ど
様
々

な
権
利
と
と
も
に
多
く
の
義
務
が
生

じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、

国
民
年
金
の
加
入
も
そ
の
ひ
と
つ
で

す
。
二
十
歳
に
な
る
と
同
時
に
加
入

し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
も
大
切

な
義
務
で
す
。

国
民
年
金
は
、
皆
さ
ん
を
中
心
と

し
た
若
い
世
代
が
保
険
料
を
納
め
て
、

高
齢
者
へ
年
金
を
給
付
す
る
制
度
で
、

老
後
の
所
得
保
障
だ
け
で
な
く
、

事

故
や
病
気
な
ど
万

一
の
場
合
に
も
、

安
心
し
て
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

二
十
歳
に
な

っ
た
ば
か
り
の
皆
さ

ん
は
「
年
金
な
ん
て
遠
い
将
来
の
こ

と
・
:
」
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
で
も
、
ち
ょ

っ
と
考
え
て
み
て

く
だ
さ
い
。

人
は
誰
で
も
年
を
と
り
ま
す
。

も
し
、
年
金
を
受
け
ら
れ
な
か

っ

た
ら
ど
う
し
ま
す
か
?
そ
の
と
き
に

な
っ
て
あ
わ
て
な
い
よ
う
に
若
い
と

き
か
ら
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
の
言

葉
の
と
お
り
、
将
来
を
生
き
が
い
の

あ
る
豊
か
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、

皆
さ
ん
!
今
す
ぐ
国
民
年
金
の
加
入

手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
!

{
手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
先
}

市
民
課
国
民
年
金
係

宮

@
2
1
1
1
(
内
線
1
1
1
)
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1月号

五ミも織も噴も位も震も

Eメールとインターネット
みんなでやろう f

広報ああず 2001

基礎

講習会を開催無料で
10コース(1コース定員20人)200人を募集

【
対
象
】

市
内
に
居
住
す
る
成
人

【
実
施
場
所
】

大
洲
北
中
学
校
平
野
中
学
校

肱
東
中
学
校
新
谷
中
学
校

大
洲
束
中
学
校

【
期
日
】

一
月
か
ら
三
月
の
問
、
日
曜
日
及
、
ぴ

第
二
・
第
四
土
曜
日
で
実
施

【
実
施
方
法
】

一
コ
l
ス
:
・
一
日
二
時
間
×
六
回

(
合
計
十
二
時
間
)

定
員
二
十
人

【
申
込
方
法
】

各
戸
に
配
布
す
る
募
集
チ
ラ
シ
(
申

込
書
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
)
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
募
集
チ
ラ
シ
は
市
役
所
、
各

公
民
館
に
も
置
い
て
お
り
ま
す
。

【
主
催
】

大
洲
市

大
洲
市
教
育
委
員
会

【
問
い
合
わ
せ
先
】

社
会
教
育
体
育
課

宮
⑫
2
1
1
1
(
内
線
5
5
2
)

【
そ
の
他
】

こ
の
事
業
は
、
国
の
今
年
度
補
正
予

算
「

I
T
(
情
報
通
信
技
術
)
講
習
推
進

特
例
交
付
金
」
に
よ
る
助
成
を
受
け
て

実
施
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
平
成
十
三
年
度
に
は
、
さ
ら

に
、
六
十
コ

l
ス
以
上
の
講
習
会
を
開

催
す
る
予
定
で
す
。

詳
し
く
他
、
各
戸
配
布
曹
る

募
集
乎
弓
シ
を
ご
覧
〈
揺
さ
い
/

8 

肱
川
激
特
事
業
が
終
了

五
年
間
に
わ
た
り
実
施
さ
れ
た
肱
川
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急

事
業
が
終
了
し
、
平
成
十
二
年
十
一
月
二
十
日
、
長
浜
町
白
滝
の

柿
早
橋
右
岸
で
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

五
年
間
に
わ
た
る
激
特
事
業

こ
の
洪
水
に
よ
り
大
洲
市
市
街
地

を
中
心
に
、
浸
水
面
積
約
九
百
二
十

。
ル
、
浸
水
戸
数
約
九
百
三
十
戸
に

及
ぶ
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
の
水
害
を
契
機
に
激
特
事
業
が

採
択
さ
れ
、
以
後
五
年
間
に
わ
た
り

事
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
竣
工
式
に
は
桝
田
市
長

や
加
戸
知
事
を
は
じ
め
、
建
設
省
、

地
元
地
権
者
な
ど
の
関
係
者
約
二
百

人
が
出
席
し
、
工
事
経
過
説
明
ゃ
あ

い
さ
つ
に
続
い
て
記
念
碑
の
除
幕
な

ど
で
竣
工
を
祝
い
ま
し
た
。

激
特
事
業
の
概
要

工
事
が
行
わ
れ
た
堤
防
の
長
さ
は

五
・六
回
、
樋
門
の
数
は
十
二
基
と

な
り
事
業
費
は
総
額
百
四
十
二
億
円

と
な
り
ま
し
た
。

事
業
の
経
緯

平
成
七
年
九
j
七
月

各
地
区
へ
の
事
業
説
明

平
成
八
年
一
月

激
特
事
業
着
工
式
(
長
浜
町
白
滝
)

平
成
八
年
十
一
月

八
多
喜
地
区
用
地
調
印
式
(
激
特

箇
所
で
初
、
以
後
各
地
で
調
印
式
)

平
成
十
一
年
二
月

豊
中
堤
防
激
特
事
業
完
了
(
激
特

地
区
で
初
め
て
)

平
成
十
二
年
十
一
月

激
特
事
業
竣
工
式
(
長
浜
町
白
滝
)

総
雨
量
2
5
0
m
の
豪
雨

平
成
七
年
七
月
は
じ
め
、
梅
雨
前

線
の
南
下
に
よ
り
、
そ
の
活
動
が
活

発
に
な
り
、
愛
媛
県
内
で
も
三
日
か

ら
四
日
に
か
け
て
多
量
の
降
雨
を
記

録
し
て
い
ま
し
た
。
大
洲
雨
量
観
測

所
(
建
設
省
所
管
)
で
は
、
時
間
雨

量
二
十

m
を
越
す
な
ど
総
雨
量
が
二

百
五
十
酬
と
な
る
豪
雨
と
な
り
ま
し

た。
こ
の
た
め
、
肱
川
で
は
昭
和
四
十

五
年
以
来
の
大
洪
水
と
な
り
、
大
洲

地
点
(
大
洲
第
2
観
測
所
量
水
標
)

の
水
位
計
測
所
で
は
当
時
の
危
険

水
位
4
・

8
0
m
を
は
る
か
に
越

え
、
最
高
5
・
8
4
m
を
記
録
し
ま

し
た
。



1
月
引
日
制
は、

インターネット基礎講習会日程

場所友びコース 1回目 2回目 3回目 4回目 5回目 6回目

大洲北 Aコース1月27日1月28日2月4日2月11日2月24日2月25日

中学校 Bコース 3月4日3月10日3月11日3月18日3月24日3月25日

平野 Aコース1月27日1月28日2月4日2月11日2月24日2月25日

中学校 Bコース 3月4日3月10日3月11日3月18日3月24日3月25日

肱東 Aコース1月27日1月28日2月4日2月11日2月24日2月25日

中学校 Bコース 3月4日3月10日3月11日3月18日3月24日3月25日

新奇 Aコース 1月27日1月28日2月4日2月11日2月24日2月25日

中学校 Bコース 3月4日3月10日3月11日3月18日3月24日3月25日

大洲東 Aコース1月27日1月28日2月4日2月11日2月24日2月25日

中学校 Bコース 3月4日3月10日3月11日3月18日3月24日3月25日

昔
か

5
続
く
治
水
の
歴
史

肱
川
の
歴
史
は
「
治
水
の
歴
史
」

と
い
わ
れ
、
江
戸
時
代
の
記
録
に
よ

る
と
三
年
に
一
回
の
割
合
で
水
害
に

見
舞
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
大
洲

の
原
風
景
と
も
い
え
る
水
防
林
や

H

な
げ
u

は
、
く
ら
し
を
守
ろ
う
と

す
る
人
々
の
知
恵
と
努
力
を
今
に
伝

え
て
い
ま
す
。

昭
和
十
八
年
の
肱
川
大
洪
水
を
契

機
と
し
て
、
そ
の
翌
年
か
ら
現
在
ま

で
に
投
資
さ
れ
た
治
水
費
用
は
約
千

二
百
億
円
に
上
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
肱
川
激
甚
災
害
対
策
特
別

緊
急
事
業
に
よ
っ
て
洪
水
な
ど
に
よ

る
被
害
を
最
小
限
に
く
い
と
め
る
治

水
対
策
は
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。

取
材
後
記

大
洲
の
く
ら
し
と
深
く
結
び
つ
い

て
き
た
肱
川
は
、
昔
か
ら
山
と
海
を

結
ぶ
交
通
路
や
生
活
の
場
と
し
て
多

大
な
恩
恵
を
も
た
ら
し
て
き
ま
し
た
。

「
堤
防
の
整
備
や
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
設
置
は
、
私
た
ち
の
く
ら
し
に
大

き
な
安
心
感
を
も
た
ら
し
ま
し
た
が
、

や
は
り
H

自
分
た
ち
で
守
る
u

と
い

う
気
持
ち
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
・
・
:
:
」

と
い
う
、
平
成
七
年
に
被
害
に
遭
っ

た
あ
る
人
か
ら
の
言
葉
が
印
象
的
で

し
た
。

大
洲
市
長
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
に
直
接
結
び
つ
く
大
切
な
選
挙
で
す
。

き
れ
い
な
選
挙
で
立
派
な
人
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

1月号

《
投
票
で
き
る
人
》

V
年

齢

日

本
国
民
で
満
二
十
年
以
上
の
人
。
(
昭
和
五
十

六
年

一
月
二
十
二
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
)

V
住

所

引

き
続
き
三
カ
月
以
上
大
洲
市
に
住
所
を
有
し
、

住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
人
。

(
平
成
十
二
年
十
月
十
三
日
以
前
に
住
民
票
の
作
成
、

又
は
転
入
届
を
し
た
人
)

広報おあず 2001

《
選
挙
の
日
程
》

V
投
票
日
時

一
月
二
十

一
日
田

午
前
七
時
か
ら
午
後
八
時
ま
で

V
立
候
補
届
出
目
友
び
場
所

一
月
十
四
日
間

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で

大
洲
市
役
所
二
階
大
ホ
l
ル

V
不
在
者
投
票
期
間
友
び
場
所

一
月
十
四
日
聞
か
ら

一
月
二
十
日
出
ま
で
の
間
で
午
前

八
時
三
十
分
か
ら
午
後
八
時
ま
で

大
洲
市
役
所
二
階
大
ホ
l
ル

V
開
票
の
日
時
及
び
場
所

一
月
二
十

一
日
印
刷
午
後
九
時
三
十
分
か
ら

大
洲
市
役
所
二
階
大
ホ
l
ル

。
入
場
券
は
郵
送
し
ま
す
。

大切なー票です

みんなで
投票に行きましょ弓

....水防団による
堤防盛り土締め固め

選挙に関するお問い合わせは
大洲市選挙管理委員会へ
合24-2111 内線325

9 
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自金保
i t育
誇所

【
受
付
場
所
}

各
保
育
所
ま
た
は
社
会
福
祉
課

{
保
育
所
入
所
の
条
件
(
抜
粋
)
}

次
の
よ
う
な
理
由
で
、
保
護
者
ま

た
は
同
居
の
親
族
等
が
保
育
で
き
な

い
場
合
で
す
。

V
会
社
員
、
パ

l
ト
、
内
職
、
農
業
、

自
営
業
な
ど
で
昼
間
働
い
て
い
る
o

v産
前

・
産
後
三
カ
月
以
内
で
あ
る
o

v
病
気
・
ケ
ガ
ま
た
は
心
身
に
障
害

が
あ
る
o

v
病
人
の
看
護
を
し
て
い
る
。

V
天
災
等
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る
。

特
別
保
育
事
業
な
ど
に
つ
い
て

延
長
保
育
事
業

保
護
者
の
仕
事
な
ど
や
む
を
得
な

い
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

に
は
保
育
時
間
を
十
九
時
三
十
分
ま

で
延
長
し
ま
す
。

実
施
保
育
所
H
肱
北
保
育
所

刺
用
料

月
額
二
千
五
百
円

乳
児

(
0
歳
児
)
保
育
事
業

生
後
三
カ
月
(
お
よ
そ
産
休
明
け
)

以
降
の
0
歳
児
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

寄

※
課
税
さ
れ
て
い
な
い
人
も
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

{
面
接
(
児
童
同
伴
)
}

次
の
表
の
と
お
り
、
入
所
決
定
の

た
め
面
接
調
査
を
行
い
ま
す
。

入
所
申
込
者
は
、
入
所
希
望
の
児

童
を
同
伴
の
う
え
、
入
所
希
望
の
保

育
所
へ
来
て
く
だ
さ
い
。

{
入
所
の
決
定
}

入
所
決
定
通
知
書
を
、

三
月
中
に

各
家
庭
に
送
り
ま
す
。

【
保
育
料
}

各
家
庭
の
所
得
税
、
市
民
税
の
課

税
状
況
や
児
童
の
年
齢
に
応
じ
て
保

育
料
が
違
い
ま
す
。
(
大
洲
市
の
定

め
る
徴
収
金
基
準
額
を
徴
収
)

入所募集保育所及び面接調査日程表
(面接はいずれも平成13年2月)

10 

お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
し
て
い
ま
す
。

O
対
象
児
童

0
歳
児
か
ら

就
学
前
児
童

O
保
育
時
間
八
時
三
十
分
か
ら

十
七
時
ま
で

平
日
は
七
時
三
十
分
か
ら
十
八
時

ま
で
、
土
曜
日
は
七
時
三
十
分
か
ら

十
七
時
ま
で
延
長
保
育
も
可
能
で
す
。

O
利

用

料

一
人
に
つ
き
一日
千
円

{
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
}

大
洲
乳
児
保
育
所

宮

@
4
4
1
8

内

4
0
0
 

由示

圃
E
a
v
e畿
中

--zR

内

祉

1

許

福

山
会

↑内t

m

社

告

平
成
十
三
年
度
の
保
育
所
入
所
申
し
込
み
を

次
の
よ
う
に
受
け
付
け
ま
す
。

{

受

付

期

間

}

実

施

保

育

所

H
喜
多
保
育
所
・
新
谷

平
成
十
三
年
一
月
五
日
幽

保
育
所
・
大
成
保
育
所
・
肱
南
保
育

j
二

十

日

出

所

・
大
洲
乳
児
保
育
所
・
五
郎
保
育

園居
残
り
保
育

全
保
育
所
(
園
)
で
、
十
八
時
ま
で

の
居
残
り
保
育
を
実
施
し
ま
す
。

{
申
込
方
法
}

入
所
申
込
書
に
次
の
必
要
書
類
を

添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

入
所
申
込
書
・
証
明
書
は
、
各
保

育
所
、
大
洲
市
役
所
(
一
階
)
社
会

福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。

V
給
与
所
得
者
は
、
平
成
十
二
年
分

の
源
泉
徴
収
票
(
世
帯
全
員
)

V
パ
l
ト
、
内
職
な
ど
を
し
て
い
る

人
は
、
勤
務
(
内
職
)
証
明
書

V
農
業
、
自
営
業
の
人
は
、
そ
れ
ぞ

れ
民
生
児
童
委
員
に
よ
る
農
業
従

事
証
明
書
、
自
営
業
従
事
証
明
書

V
確
定
申
告
を
し
た
人
は
、
確
定
申

告
書
の
写
し

V
平
成
十
二
年

一
月
二
日
以
降
に
転

入
し
た
人
は
、
平
成
十
二
年
度
市

区
町
村
民
税
額
(
所
得
割
と
均
等

割
と
の
区
別
が
で
き
る
も
の

)
の

課
税
証
明
書

ーーーー

時
保
育
事
纂

今
年
も
大
洲
乳
児
保
育
所
で

一
時

保
育
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
保
護
者
の
労
働
・
職
業

訓
練

・
就
業
な
ど
の
た
め
に
、

家
庭

保
育
に
支
障
が
生
じ
た
場
合
、
原
則

と
し
て
平
均
週
三
日
を
限
度
と
し
て

継
続
的
に

一
日
単
位
で
、
お
子
さ
ん

を
お
預
か
り
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
保
護
者
の
病
気

・
け

が

・
出
産
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
理

由
に
よ
り
緊
急
ま
た
は

一
時
的
に
家

庭
保
育
が
で
き
な
い
場
合
に
も
、

入所募集保育所 面接日時

保育所名 定員 所在地 電話番号 日 曜 時 閏

大洲保育所 90 大洲709-1 24-2919 1木 13:30~16 : 00 

※喜多保育所 90 中村462-2 24-2749 2 金 13:30~16 : 00 

菅田保育所 110 菅田町菅田甲1806-225-5163 2 金 9:30~12 : 00 

※新谷保育所 120 新谷町甲259-125-0600 5 月 13 ・ 30~16:00

柳沢保育所 30 柳沢甲610-1 25-5720 月 10:30~12:00 

粟津保育所 60 八多喜甲1253 26-0220 ;)ミ 13:30~15:30 

ニ善保育所 53 春賀甲1182 26-0612 ;)と 10:00~12:00 

南久米保育所 30 北只411 24-3754 7 水 1 0:30~12:00 
上須戒保育所 30 よ須戒甲1511 26-1128 1木 10:30~12:00 

※大成保育所 30 森山甲729-1 27-0706 7 水 13:30~15:00 

※肱南保育所 60 柏木340-21 24-3104 8 木 10:00~12:00 

。肱北保育所 90 東大洲町一1 24-3188 9 金 9:30~12:00 

徳森保育所 120 徳森2632-32 25-4020 9 金 13:30~16:00 
※ (福 〉 60 田口字白方甲2530-124-4418 13 :)ミ 13:30~16:00 大洲乳児保育所
※ (福 ) 60 五郎甲45 23-4478 13 :人: 9:30~12:00 五郎保育園

3主)※は、乳児 (0歳児)受入れ保育所
。は、時間延長保育実施保育所
各保育所関所時間 (平白)7時30分開所、 18時閉所 (時間延長保育実施保
育所を除く)

働き続けるために困っていることはありませんか?

育児・介護・家事などの情報を無料で提供しています/

フレーフレー ""71.ー守1.-

2020テレフォン ft089 -934 -2020 
(財)21世紀職業財団愛媛事務所
仕事も家庭も大切にしたい・

そんなあなたのホットラインです。

お気軽にご相談ください。

月~金曜日 9:30~16:30 (祝日を除く)*受付時間
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大市
民
の
体
力
向
上
と
健
康
の
増
進
を
図
る
た
め
、
第
十
八
回
大
洲
市
健
康

マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

参
加
者
募
集
中
f

{
日
時
】

平
成
十
三
年
二
月
十
一
日
間

午
前
九
時
三
十
分
か
ら

※
荒
天
時
は
二
月
十
二
日
間
に
順
延

【
受
付
時
間
}

午
前
八
時
四
十
分
j
九
時
二
十
分

{
集
合
場
所
}

八
幡
浜
・
大
洲
地
区
運
動
公
園
陸

上
競
技
場

{コ
ー
ス
}

運
動
公
園
内
周
囲
コ

l
ス

{
参
加
資
格
}

大
洲
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務

・

特別展
蔵川出身の郷土史家

横田伝松収集資料展

大洲市立博物館

通
学
し
て
い
る
健
康
な
人

{
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
}

大
洲
市
体
育
協
会
事
務
局

ま
た
は
社
会
教
育
体
育
課

宮

@
2
1
1
1
(
内
線
5
5
0
)

申
し
込
み
期
日

平
成
十
三
年
一
月
二
十
六
日
幽

【
そ
の
他
}

・
参
加
者
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
、

身
体
に
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認

し
て
出
場
し
て
く
だ
さ
い
。

・
大
会
中
は
、
大
会
役
員
の
指
示
に

従
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
完
走
者
全
員
に
完
走
証
を
授
与
し

ま
す
。

E巨 離 つ τフ ス 定リ

女60歳以上の部
2km 女ファミリーコース

(老若男女は周いません。小学3年生以下は保護者同伴とします)
*小学4年男子の部 l 会小学4年女子の部
女小学5年男子の部 |カ小学5年女子の部

3km 
*小学6年男子の部 l す小学6年女子の部
食中学男子の部 |会中学女子の部

安一般男子の部 l食品校女子の部
安一般男子40歳以上の部 |安一般女子の部
ヲ台高校男子の部

5km * 般男子の部
女一般男子40歳以上の部

当博物館では、横田伝松氏が生涯にわたって

収集した資料を横田照夫氏から一括 して平成10

年度と平成12年度に寄託を受けました。

横田伝松氏は、明治12年 3月20日、喜多郡蔵

川村(現大洲市蔵JlI)に生まれ、 19歳で大阪師

範学校に入学、卒業後は教育者として京都の小

学校に赴任、明治45年には帰郷し喜多郡の小学

校の訓導、校長として教育の振興に尽くされま

した。大正7年に退職後、郷土の資料収集及び
ほん

資料の筆写などに奔走する とともに喜多郡誌

の編纂、 伊予史談会及び大洲史談会などにおい

て郷土研究の成果を発表するなど郷土史の発

展に努められました。

また、大正15年からは大川村村会議員を 3期

務めるなど教育・政治と幅広い分野において

活躍されました。

今回の特別展では、寄託されている資料を中

心に横田伝松氏が行ってきた郷土史研究の偉

業に焦点を当て紹介します。

【期間】平成13年 1 月 30 日伏)~ 4月22日(日)

【時期1 9 時 ~16時30分

【場所】 大洲市立博物館5階展示室

【休館町 月曜日・祝祭日

【問い合わせ先】 大洲市立博物館宮24-4107

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

二

O
O
一
年
・
初
夢

る人 生ないてが買椅いすき女 てかおた がて通肱
姿権そき、つもいい子す。 生性職きな年ち仲あ学り川青
がをこてみぱ、ま物に商きも場ま話よの良ふ校ゃに空
あ大にいんい人す;を乗庖といですしり元くれに公影存に
り事はまなで々 v しつ街働つは 。声た気遊ても園を浮
まに、すーすの吉ててでいし、 がちなぶい明に映3か
ししお 。生 。笑 Fい楽はてよ男 聞の叫子まる、しぶ
た合互 懸み顔干るし、いに性 こ和さぴどすいそて白
》っし; 命んでつ人く車ま生も えやペも V 光し主語
てカ

生お = -一」似合___J(9f_ー← Q てでき互 【 "---'  ~イーでー州入ç::;:;:手嗣)両手~~J-
てい I琶雪f!i芸醒璽耐d値詮護法撃紋t定己主主ヨ屋三酉満版。街清
いの』WQNljl百四世剖W肝お'7~llïiilæ'、，r:"_ '~_寸:s::ill~rs町有7T_P'町明日 の流

終る に世
わこ私満紀心
らのたちのに
せよちた幕?浮
ずうはもあか
、な、のけん

実夢だでにだ
現をれすふ初
に、も 。さ夢
向夢が わは
けの拾12 し
てまい い 二
努まて 希十
万にい 望 ー

NO.267 

人
権
と
同
和
教
育

を
積
み
重
ね
て
い
か
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
、
か
つ
て
は
「
夢
」
と

思
っ
て
い
た
こ
と
を
、
次
第
に
現
実

の
も
の
と
し
て
き
ま
し
た
。
人
間
の

そ
ん
げ
ん

尊
厳
と
か
自
由
・
平
等
な
ど
が
尊
重

さ
れ
る
社
会
も
、
私
た
ち
の
手
で
築

き
上
げ
て
き
た
の
で
す
。
人
間
の
歴

史
は

J
A
た
ち
の
人
権
が
拡
大
し
て

き
た
描
摺
だ
と
も
言
え
ま
す
。

「激
動
の
世
紀
」
と
い
わ
れ
た
二

十
世
紀
の
わ
が
国
を
振
り
返
る
と
、

前
半
は
戦
争
の
道
を
ひ
た
す
ら
に
歩

み
続
け
、
そ
の
た
め
に
個
人
の
自
由

む

し

け

い

し

ゃ
人
権
は
無
視
さ
れ
、
人
命
も
軽
視

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

戦
後
は
、
民
主
主
義
社
-会
と
な
り
、

基
本
的
人
権
の
尊
重
を
謡
っ
た
新
し

い
憲
法
の
下
で
、
次
第
に
人
権
が
大

切
に
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
憲
法
の
精

神
に
基
づ
い
た
同
和
教
育
の
実
践
に

よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
す
。

現
代
に
生
き
る
私
た
ち
は
、
お
互

い
の
人
権
を
尊
重
し
合

っ
て
生
き
て

い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
で
き
ま

し
た
。
二
十

一
世
紀
の
初
夢
が
実
現
す
る

よ
う
に
、
大
洲
市
民
み
ん
な
で
同
和

問
題
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
人
権
問

題
を
必
ず
解
決
す
る
と
い
う
決
意
を

新
た
に
し
た
い
も
の
で
す
。

11 
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平成12年12月1固まで

に皆織からお寄せいただ

いた復元のための募金額

は、 166.853.255円

です。

かむら版

復元木洲城

大洲市は、市の新しいシンボルとして、市制施行50周年を迎える平成16年
(2004)の完成を目指し、大洲城天守閣復元事業に取り組んでいます。大洲
城に関する写真や資料などをお持ちの人はご連絡ください。また、このコー
ナーに対してのご意見も募集しています。

商工観光課まちづくり対策係 ft 24-2111内線222

石
垣
耐
力
度
調
査
が
終
了
、

部
分
的
思
修
復
工
事
を
実
施
し
ま
す
HH

大
洲
戸
♂
は
、
天
守
台
石
垣
と
本

丸
井
戸
曲
輪
石
垣
の
修
復
方
法
を
確

定
す
る
た
め
、
八
月
初
旬
か
ら
九
月

中
旬
ま
で
石
垣
耐
力
度
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。
こ
の
調
査
で
は
、
レ
ー

ザ
ー
計
測
調
査
、
レ
ー
ダ
ー
調
査
な

ど
電
磁
波
に
よ
る
調
査
と
実
際
に
石

垣
の
根
を
掘
削
し
、
根
石
の
状
態
を

把
握
す
る
ト
レ
ン
チ
掘
削
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
調
査
結
果
を
も
と
に
石
垣
の
耐
震

性
を
解
析
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

レ
ー
ザ
ー
計
測
で
は
、
抜
け
出
し

ゃ
は
ら
み
な
ど
石
垣
の
状
態
を
調
査

し
ま
し
た
。
図
け
よポ
あ
る
石
垣
の
立

面
図
は
、
石
垣
の
稜
線
を
l
岨
間
隔
の

等
高
線
で
固
化
し
た
も
の
で
、
石
と

石
の
間
の
黒
い
部
分
は
問
詰
め
石
が

抜
け
出
し
た
も
の
と
推
定
で
き
ま
す
。

レ
ー
ダ
ー
調
査
で
は
、
石
垣
の
背

面
地
盤
の
様
子
を
調
査
し
ま
し
た
。

石
垣
の
強
度
に
批
いし
石
垣
の
控
え
の

長
さ
と
裏
込
め
栗
石
の
厚
さ
が
重
要

で
す
。
大
洲
城
の
場
合
、
図
2
に
示

す
よ
う
に
、
天
守
台
石
垣
の
控
え
長

と
裏
込
め
栗
石
の
厚
さ
は
、
と
も
に

約
七
十
個
程
度
で
し
た
。

等高線立面図

裏込栗石の様子

図 1

図2

ト
レ
ン
チ
掘
削
調
査
で
は
「
控
え

出
し
」
と
呼
ば
れ
る
工
法
が
採
ら
れ

て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ

の
工
法
は
、
根
石
を
積
み
石
よ
り
も

若
干
前
に
出
し
て
石
垣
を
安
定
さ
せ

る
工
法
で
、
近
辺
で
は
丸
亀
城
で
同

じ
工
法
が
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。

解
析
結
果

以
上
の
よ
う
な
調
査
結
果
を
も
と

に
、
大
洲
城
の
石
垣
が
ど
の
程
度
の

地
震
に
耐
え
得
る
か
解
析
し
た
も
の

が
図
3
で
す
。
天
守
台
石
垣
が
現
在

の
状
態
で

二
百
五
十
ガ
ル
の
地
震

(
大
洲
市
付
近
の
歴
史
地
震
記
録
に

よ
り
過
去
最
大
級
の
地
震
で
震
度
六

弱
程
度
)
を
迎
え
た
場
合
、
十
八
秒

後
に
崩
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
天
守

閣
を
復
元
し
、
石
垣
に
わ
ず
か
な
壁

の
荷
重
が
か
か
る
と
石
垣
は
安
定
し
、

崩
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
本
丸
井
戸
曲

輪
下
の
石
垣
は
、
は
ら
み
が
随
所
に

見
ら
れ
、
同
規
模
の
地
震
の
場
合
に

は
、
は
ら
み
が
原
因
で
崩
壊
す
る
結

果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
洲
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
解
析

結
果
を
十

一
月
二
十
二
日
に
大
洲
城

天
守
閣
保
存
管
理
専
門
委
員
会
に
諮

問
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
天
守
台

石
垣
は
、
問
詰
め
石
の
抜
け
出
し
て

い
る
所
な
ど
部
分
的
な
修
復
を
平
成

十
三
年
度
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
ま
た
、
本
丸
井
戸
曲
輪
下
の

石
垣
は
、
着
工
時
期
は
未
定
で
す
が
、

平
成
十
六
年
度
の
天
守
閣
完
成
時
期

の
前
後
を
目
標
に
修
復
す
る
計
画
と

し
ま
し
た
。

図3

4・

18秒後
.3.0tf/m 

4・

天守台石垣に天守閣壁の荷重がかからない場合(250カ‘ル)天守台石垣に天守閣壁の荷重がかかる場合(250ガル)
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お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

勲
五
等
端
宝
章
受
章

秋
の
叙
勲
の
受
章
者
が
十
一
月
三

日
付
で
総
理
府
か
ら
発
表
さ
れ
、
過

去
最
多
の
四
千
六
百
三
十
二
人
の
皆

さ
ん
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

愛
媛
県
か
ら
の
受
章
者
は
六
十
二

人
で
、
大
洲
市
か
ら
は
谷
本
敏
秋
さ

ん
(
七
十
歳
・
新
谷
)
が
勲
五
等
瑞

宝
章
(
教
育
功
労
)
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。
谷
本
さ
ん
は
公
立
小
学
校
長
を
務

め
る
な
ど
教
育
に
お
け
る
功
績
が
認

め
ら
れ
て
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

1
月
初
日
は

文
化
財
防
火
デ
l

文
化
財
は
、
私
た
ち
が
先
祖
か
ら

受
け
継
い
だ
貴
重
な
財
産
で
す
。

文
化
財
の
近
く
で
タ
バ
コ
を
吸
っ

た
り
、
た
き
火
を
し
た
り
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。一定

一一-一

凡
f
d
u一

一
言
一
〉
h
p
の
お ...奇本敏秋さん



• 

@ もみじも顔も紅くなり.•• 稲荷山

ーーー一一ー~~ _.~~~ ‘障制・田園...  官ilI:

もみじの名所新谷稲荷山。今年の紅葉は、例年に比べ少し遅れ気味の
様子。招待客ら90人ガ参加して恒例の観葉会ガ行われました。この日も、
市内外から訪れた見物客やカメラ愛好家でにぎわいを見せていました。

ームγ ト ， 一一、
，倒、(' iトlへ
'-rl 日

， i. ，_ ，~ミ J
'- A一 国語耐 J

閉校となって30年。卒業生878人の思い出ガ残る旧上須戒
中学校 (昭和22年創立)の赤い屋根の校舎に懐力、しい顔か.集
まりました。この日は、すもう甚句や五ツ鹿踊りも披露され、
遠くからの参加者には上須戒産米ガ贈られました。

守②交通死亡事故撲滅キャンペーン街頭指導

一一~---W;-..~

_!，J iiーーー一一
大洲インターチユンジ料金所で大洲市交通指導員、大洲交
通安全協会会員、大洲市交通安全母の会会員のほか警察・県・
市関係者ら約30人ガ参加し、ドライバーにチラシなどを配布
して交通死亡事故の撲滅を呼びかけました。

手

3
3
3主
主
主
主
主
主
主
主
主
屯

5
3
3セ
3
0
3
3
3
3
5
3
3
3主
主
主

$332'

をあ友好都市安曇川町闘の美配表彰

扇骨全国生産高の90%を占める安曇川町。伝統を今に伝えるオリジナル
扇面の作品展で、大洲市から出展した井上高明さん (大洲夫婦うかい ・優
秀賞)、上杉潤さんり11面の宴・滋賀県芸術文化祭奨励賞)、 二宮重好さん
(終年林下人 ・滋賀県立安曇川文化芸術会館長賞)ガ表彰されました。

守会 藤樹講演会

ミ レ ニアム・2000年

特別交会 議毒事 幸義母 会誌京事草笹子

どうもん13¥ゆじ

童門冬二先生

日きが退屈だったら、どうもン (童門)守みません !J と会
場内を笑わせたのはテレビの歴史番組でおなじみ、小説「中
江藤組Jの著者で作家の童門冬こさん。藤樹先生の教えの大
切さを楽しく講演されました。
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あなたの健康を

サポートします

【
健
康
相
談
・
栄
養
相
談
】
予
約
制

0
1
月
辺
日
開

相
談
時
間
叩
時
j
U
時
、
日
時
i
日
時

持
参
口
問
健
康
手
帳

平
成
十
三
年
度
検
診
申
し
込
み
カ

l
ド

を
配
布
し
ま
す
。

自
覚
症
状
が
出
た
頃
に
は
病
気
が
進

行
し
て
い
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
生
活

習
慣
病
は
、
治
療
に
時
間
と
経
費
が
か

か
る
だ
け
で
な
く
、
や
が
て
慢
性
病
と

な
り

一
生
治
療
が
必
要
と
な
り
、
も
は

や
進
行
を
と
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
も
多
い
の
で
す
。
定
期
的
な
健
康
診

断
を
年
に

1
回
は
受
け
ま
し
ょ
う
。

大
洲
市
で
は
、
生
活
習
慣
病
予
防
検

診
(
成
人
病
予
防
検
診
)
の
ほ
か
、
肺

が
ん
・
大
腸
が
ん
・
胃
が
ん
・
子
宮
が

ん

・
乳
が
ん
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

カ
l
ド
は
全
世
帯
提
出
し
ま
し
ょ
う
l

今
年
も
「
検
診
申
し
込
み
カ

l
ド」

を
1
月
に
配
布
し
ま
す
。
こ
の
カ

l
ド

は
皆
さ
ん
の
検
診
状
況
調
査
を
兼
ね
た

も
の
で
す
。
会
社
等
で
検
診
を
受
け
る

人
で
申
し
込
み
の
必
要
が
な
い
人
で
も
、

調
査
事
項
を
記
入
の
う
え
、
期
日
ま
で

に
必
ず
区
長
さ
ん
に
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
検
診
を
申
し
込
ま
れ
た
人
に

は
、
後
日
問
診
票
を
送
付
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
保
健
セ
ン
タ
ー

|日曜・祝祭日の当番医|

1月1日松元産婦人科(中村)

(月) ft24-3067 

1月2日石川内科医院(若宮)

tkJ ft24-3306 

1月3日 小川整形外科(三ノ丸)

(7)<) ft23-5596 

1月7日中塚内科(西大洲)

(日) ft 2 4一o6 0 6 
1月8日 東大洲城戸眼(東大洲)

(月) ft 2 4ー 10 1 0 

1月14日 大久保内科医院(八多喜)

(日) ft26-1131 

米川医院(長浜)

ft52-0209 

浦岡医院(三の丸)

ft24-2024 

回渡クリニック(新 谷)

ft 2 5ー 321 7 

いきいき

lAte 

保
健
セ
ン
タ
ー

実
施
場
所
は
い
ず
れ
も
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー

2
階
で
す
。

【
汎
幼
児
健
康
診
査
】

0
1
月
刊
日
同
平
成
四
年
8
月
生
※

0
1
月
日
日

ω
平
成
立
年
6
月
生

0
1
月
お
白
川
w

平
成
9
年
ロ
月
生

受
付
時
間

日
時

1
日
時
泊
分

持
参
品
母
子
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

※
は
パ
ス
タ
オ
ル
が
必
要

【
叩
カ
月
児
育
児
相
談
】

0
1
月
9
日

ω
平
成
四
年

3
月
生

受
付
時
間

9
時
叩
分
j
叩
時

持

参

品

母

子

手

帳

・
ア
ン
ケ
ー
ト

パ
ス
タ
オ
ル

1月21日

(日)

1月28臼

(日)

大
洲
保
健
所

予
約
制

{
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談
】

。
第
1
・
3
火

曜

日

日

時

1
ロ
時

【
難
病
医
療
相
談
}

O
第

3
火

曜

日

日

時

1
日
時

【
精
神
保
健
福
祉
相
談
】

O
第

3
金

曜

日

目

時

i
日
時

【H
T
L
V
l
l
抗
体
陽
性
者
相
談
】

O
月
j
金
曜
日

9
時
j

M
時
叩
分

{
女
性
の
健
康
相
談
】

O
第
3
木

曜

日

四

時

j
口
時

【
思
春
期
保
健
相
談
】

O
第
4
木

曜

日

日

時

i
日
時

{
ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談
}

O
第

3
水

曜

日

日

時

i
日
時

対
象
就
学
前
児
童

(1
1
6
歳
)

内
容
歯
科
検
診
、
歯
み
が
き
指
導
、

フ
ツ
ソ
塗
布
、
健
康
相
談
な
ど

次
の
と
お
り
、
献
血
車
が
巡
回
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

1
月
4
日

(
木
)

市
立
大
洲
病
院
叩
時
j

U
時

喜
多
医
師
会
病
院日
時
叩
分
l
M
時
叩
分

救急当番病院

曜日によって救急当番病院は変

わります。昼間・夜間の急患など、

ご相談は、その日の当番病院まで。

水

市立大洲病院(西大洲)

ft24-2151 

加戸病院(若宮)

ft24-5101 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

月・火曜日

日

木~日曜日

曜

有国賓館
案

内 I~~~，ω

新
、
匿
名
座
談
会
本
の
雑
誌
編
集
部
編

絵
本
は
愛
の
体
験
で
す
。
松

居

友

著

人
生
う
ま
く
い
く
人
の
ち
ょ
っ
と
し
た

気

づ

か

い

は

か
ま
満
緒
著

な
ぜ
人
は
言
い
た
い
こ
と
の
半
分
も
言

え
な
い
の
か
サ
ン
デ
ィ
・
マ
ン
著

困
っ
た
と
き
の
お
役
所
活
用
法

平
野
和
美
・
土
屋
美
絵
著

子
育
て
ス
ト
レ
ス
主
婦
の
友
編
集
部
編

上

司

の

心

理

学

衛

藤

信

之

著

日
本
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
解
体
新
書

太
田
昌
国
著

個
人
の
税
務
相
談
事
例
別
選坂
根
幸
敏
著

森
山
喜
恵
子
著

高
橋
文
子
著

介
護
食
宅
急
便

転
身
が
ん
を
つ
く
る
社
会

ロ
パ

l
ト

-
N
・
プ
ロ
ク
タ
l
著

「都
市
動
物
」
奮
闘
記

「東
京
ア
ニ
マ
ル
ズ
」
研
究
会
編

た
て
も
の
野
外
博
物
館
探
見
広
岡
祐
著

ケ
イ
ト
の
お
し
ゃ
れ
ニ
ッ
ト

日
本
ヴ
ォ
1

グ
社

メ
イ

ク

カ

か

づ
き
れ
い
こ
著

花

が

好

き

主

婦

と

生

活

社

君

な

ら

で

き

る

小

出
義
雄
著

ス
ポ
ー
ツ
倫
理
を
問
、
つ
友
添
秀
則
著

花
と
山
撮
影
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

坂
井
道
子
・
渋
谷
健
著

墨

絵

の

基

礎

柳

平

素

雪

著

志

士

た

ち

の

朝

八

尋

舜

右

著

愛

を

く

だ

さ

い

辻

仁

成

著

水
論
伝
曙
光
の
章
・
替
天
の
章

北
方
謙
三
著

14 

大
い
な
る
聴
衆

配
達
さ
れ
る
女

八
つ
の
顔
を
持
つ
男

無
頭
人

沈
黙
博
物
館

千
姫
狂
乱

古
代
か
ら
の
伝
言

月 関 必元 た残陽わ黒孤
面 を 要気た光炎く塚愁
に覗にがり らの
立ァきレな湧 ば壁
つ リしイつく 由
たスもモた 50
男.のンらの
ブ ド電話
E ラ・話 日
ンカを 向辻永
サチ lか轡雨ー東今 三夢 沼八づ早小井清逢井
l ヤ ヴけ田宮 野浦枕口木る乙川南水坂す
ナ l ァて隆町直 哲 勝荘園女洋青義 る
ンド l 史子己敏郎猿之司篇貢子紀範剛み
著著 著 著著著著著著著著 著著著著著著

おすすめの一冊

斎藤茂太著

で
き
れ
ば
母
の
よ
う
に

「ピ

ン
ピ
ン

コ
ロ
リ
」
略
し
て

P
P
K
で
死
に
た
い

と
語
る
モ
タ
先
生
は
、
今
ま
だ
ピ
ン
ピ

ン
の
剖
歳
。
人
生
最
後
の
大
仕
事
、
モ

タ
さ
ん
流
「
人
生
あ
ば
よ
指
南
」
の
書
。

一
月
生
涯
学
習
講
座
ご
案
内

古
文
書
解
読
講
座

「
大
洲
藩
君
命
録
」

講

師

芳

我

一
章
先
生

日
時

1
月
白
日
同

9
時
却
分
j
日
時
叩
分

場
所
大
洲
市
立
図
書
館

4
階

O
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。
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償

却

資

産

今
年
も
償
却
資
産
の
申
告
時
期
に
な

り
ま
し
た
。
対
象
と
な
る
償
却
資
産
、

申
告
の
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
償
却
資
産
と
は
】

土
地
及
び
家
屋
以
外
の
事
業
用
資
産

を
い
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
構
築
物
、

機
械
・
装
置
、
船
舶
、
車
両
・
運
搬
具
、

工
具

・
備
品
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
の
資

産
で
、
そ
の
減
価
償
却
額
(
費
)
が
法

人
税
法
ま
た
は
所
得
税
法
の
所
得
計
算

上
損
金
ま
た
は
必
要
経
費
に
参
入
さ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

【
申
告
が
不
要
な
も
の
}

-
耐
用
年
数
が

l
年
未
満
の
も
の

-
取
得
価
格
が
却
万
円
未
満
(
平
成
元

年
3
月
白
日
以
前
に
取
得
し
た
も
の

は
叩
万
円
未
満
)
の
も
の

た
だ
し
、
小
額
多
量
資
産
は
除
く

-
鉱
業
権
、

特
許
権
、
営
業
権
、
商
業

権
な
ど
の
無
形
減
価
償
却
資
産

-
自
動
車
税
及
び
軽
自
動
車
税
の
課
税

対
象
と
な
る
車
両

な
ど

【申
告
書
の
提
出
に
つ
い
て
】

対
象
と
な
る
資
産
を
平
成
日
年

1
月

1
日
現
在
所
有
し
て
い
る
個
人
ま
た
は

法
人
は
、

申
告
書
に
必
要
事
項
を
記
載

の

申

告

し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

V
提
出
期

限

平

成

日
年
1
月
初
日

{申
告
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
}

大
洲
市
役
所
税
務
課
固
定
資
産
係

8
@
2
1
1
1
(内
線

1
2
6
)

一
般
競
争
(
指
名
競
争
)
参
加

資
格
審
査
申
請
書
の
受
付

平
成
日

-
M
年
度
に
お
い
て
、
大
洲

市
の
発
注
す
る
建
設
工
事
及
び
測
量

・

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務
の
請
負

に
係
る
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る

人
は
、
次
の
要
領
で
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
提
出
後
、
書
類
内
容
に
変
更

が
生
じ
た
場
合
は
、
直
ち
に
大
洲
市
役

所
監
理
課
ま
で
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

{受
付
期
間
】

平
成
日
年
3
月
1
日
同
j

m
日
凶

(
市
の
休
日
を
除
く
執
務
時
間
中
)

{申
請
の
方
法
】

持
参
ま
た
は
郵
送
(
当
日
消
印
有
効
)

【申
請
書
の
様
式
お
よ
び
要
領
】

国
土
交
通
省
(
旧
建
設
省
)
統
一
様
式

申
請
書
提
出
要
領
に
つ
い
て
は
、
大

洲
市
役
所
監
理
課
で
配
布
(
返
信
用
封

筒
同
封
の
上
、
監
理
課
に
請
求
し
て
も

可
)

【有
効
期
間
}

平
成
日
年
度
i
平
成
凶
年
度

【問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
}

干

7
9
5
8
6
0
1

大
洲
市
大
洲
6
9
0
ー
ー

大
洲
市
役
所
総
務
部
監
理
課
契
約
係

会
(切

2
1
1
1
(内
線

3
8
1
)

国
の
教
育
ロ
ー
ン

国
民
生
活
金
融
公
庫
で
は
、
高
校
、

短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
等
へ
の
入
学

費
用
や
、
在
学
中
の
授
業
料
な
ど
の
費

用
を
融
資
す
る
「
国
の
教
育
ロ

l
ン
」

の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す。

低
利
で
手
続
き
も
簡
単
で
す
。

【融
資
額
}
学
生
・
生
徒
一
人
に
つ
き

2
0
0
万
円
以
内

【利
率
}
年
2
・
2
%
(
固
定
金
利
)

平
成
四
年
9
月
1
日
現
在

【据
置
措
置
}

在
学
期
間
以
内
で
元
金
据
置
き
可
能

【保
証
】
肘
教
育
資
金
融
資
保
証
基
金

ま
た
は
連
帯
保
証
人

(1
名
以
上
)

※
6
カ
月
間
以
上
の
海
外
留
学
資
金
も

対
象
に
な
り
ま
す
。

【問
い
合
わ
せ
先
】

国
民
金
融
公
庫
松
山
支
庖

会

0
8
9
1
9
4
1
1
6
1
4
8

岐
阜
ゅ
う
あ
い
ピ
ッ
ク

メ

ダ

ル

獲

得

知
的
障
害
者
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

「
ゅ
う
あ
い
ピ
ッ
ク
岐
阜
大
会
」
が、

日
月
幻
日

-n日
の
両
日
、
岐
阜
県
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
洲
市
か
ら
参
加
し
た
選
手
の
成
績

は
次
の
と
お
り
で
す
。
選
手
の
皆
さ
ん
、

メ
ダ
ル
獲
得
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

{金
メ
ダ
ル
]

(敬
称
略
)

男
子
叩
メ
ー
ト
ル
走
少
年

津

田

裕

司

(
{子
和
養
護
学
校
)

{銅
メ
ダ
ル
}

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
壮
年

男
子
立
ち
幅
跳
び
壮
年

明
石
賢
一
(
大
洲
育
成
問
)

男
子
卓
球
壮
年

山
田

一
(
大
洲
育
成
園
)

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
団
体

三
瀬
学

・
山
本
み
つ
お
・

仙
波
芳
友

(
大
洲
育
成
園
・
県
選
抜
メ
ン
バ
ー
)

お
お
す
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

V
書
道
展

ロ
月
初
日
例
j
l
月
凶
日
田

V
池
田
加
志
子

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
展

(有)南予水道住設

n25-1350 
佐藤水道庖
n24-4410 
(槻土居鉄工 所
n24-4519 
(有)ア サ ノ 設備

n24-0783 
城戸電業 社
n25-2944 
松浦 建 設 (槻
n25-5335 
備)星 加 水道設 備
n26-0020 
(有)佐 々木鉄 工

n26-0875 
徳 森 設 備
n25-4023 
(有)菊地浄化槽センター
n24-0013 
(有) 丸 電工業
まま 24-5351
松 浦 建設側
n25-5335 
(有)三 原設 備
まま 24 -3 783 
(有)ア サ ノ設 備

n24-0783 
1有)いの 水 道設 備
n24-2216 
佐藤水道庖
n24-4410 
備)内田電気水道設備
n25-2858 
上甲建設 (捕
n24-5914 
(有)オクダ設備
n25-4107 
滝 田 商庖
n25-0901 
(槻西田興産
まま 25-2197
西田水道庖
n26-0265 
中央建設(掬
合 24-3556
i享 山 水道工事庖
合 24-2583

水道業者の

緊急漏水当番

1月1日(月)

1月2日ω

1月3日(水)

1月6日出

1月7日(日)

1月8日(月)

1月14日(日)

1月20日仕)

1月13日仕)

1月21日(日)

1月28日(日)

1月27日仕)

1
月
日
日
ω
1
1
月
幻
自
刷

V
お
お
ず
赤
煉
瓦
館
の
年
賀
状
展

1
月
お
日
ω
1
2
月
4
日
間

赤
煉
瓦
館
に
届
い
た
年
賀
状
の
作

品
展
で
す
。
皆
様
か
ら
の
年
賀
状
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

展
示
時
間
叩
時
j
げ
時

※
最
終
日
は
日
時
ま
で

ロ
月
初
日

1
1
月
3
日
は
休
館

赤
煉
瓦
館
2
階
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
情
報

毎
週
土

・
日
曜
日
の
み
却
食
限
定
ノ・

お
ひ
る

「赤
煉
瓦
」
8
0
0
円

ぜ
ひ

一
度
お
召
し
上
が
り
く
だ
さ
い
。

大
洲
の
な
つ
か
し
い
昧
大
募
集
/

皆
さ
ん
の
お
宅
に
伝
わ
る
昔
な
が
ら

の
懐
か
し
い
味
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い

。

地
元
で
採
れ
た
四
季
折
々
の
新
鮮
食
材

を
使
い
心
の
こ
も
っ
た
料
理
を
心
が
け

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
大
洲
市
大
洲
6
0

合

@
1
2
8
1
(F
A
X
兼
用
)

中
央
省
庁
が
変
わ
り
ま
す

が
1平
府成
12 13 
省年
庁 1
体月
市Ij6 
に日
なか
りら
ま
す政
。府

中央省庁改革ホームページ
http://www.kantei.go.jp/jp/cyuo-sy凹ho/

国家公安委員会

防衛庁
総 務 省

法 務 省

タト 務 省

財 務 省
文部科学省
厚生労働省
農林水産省
経済産業省
国土父通省
環 境 省

A
A
編
集
後
記

V

'

取
材
中
、
大
洲
を
走
る
懐
か
し
の

S
時

L

(蒸
気
機
関
車
)
を
追
う
多
く
の
カ

さ

メ
ラ
マ
ン
に
出
会
い
ま
し
た
。
す
ぐ
に

詑

通
り
過
ぎ
る

S
L
の
撮
影
は
以
外
に
難

と

し
い
よ
う
で

「今
日
で

3
日
目
。

ま
だ

時

う
ま
い
こ
と
撮
れ
ん
の
よ
ォ
j
」
と
苦

創

笑
い
の
隣
り
の
カ
メ
ラ
マ
ン
。
そ
の
後

之

ど
う
な
っ
た
の
で

'

温

，

a込
制

し
よ
う
か

。
(
や
)

d
百
虚
富
山
鮒

15 
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内
中目 談内 谷 日時芯ど 場所など 問い合わせ先
交通事故相談 1 月 9 日例/ 1 0時~ 1 5時 市役所5階会議室 総務財政課父通安全係

(愛握県) 1 月25日(対/ 1 0日寺~ 1 5時 市役所2階会議室 ft24-2111 内線323
人 f重 キ目 談 1 月 1 5日但)/ 10時~ 1 5時 平野公民館

急ぐときは法務局 ft24-4155 
(法務省) 1 月 1 8日 (木)/ 10時~15時 市役所2階会議室

人権擁護委員 1<:よる 毎週月 ・水 ・金曜日 法務局大洲支局
法務局大洲支局 ft24-4155 

無 料 キ目 談 所 (休日を除く)9 時~ 1 6時 人権相談室
tj 政 ヰ目 談 1 月 24日制/9 時~1 2時 市役所2階会議室 急ぐときは 合82244--45027942({辻山本f)
(総務庁)

市民法律相談 1 月 20日伯/1 0時~ 1 6時 市民会館
※予約が必要。総務財政課行政係

ft24-2111 内線328

社会保険相談
1 月 1 0日制/1 0時~ 1 6時

大洲商工会議所
松山西社会保険事務所

1 月 1 8日肘/10時~ 1 6時 合089-925-5105
不動産無料相談 1 月 1 5日伺)/ 9 時~ 1 6時 宅建協会大洲支部 備)上田喜六不動産 ft24-4452 
定期税務相談 1 月 1 2日働/10時~15時 大洲商工会議所 大洲税務署 ft24-3115 

l 一般相談 毎週月-水 -金曜日
社会福祉協議会相談室

心配ごと 法律相談 毎週火曜日
(総合福祉センター1階)

社会福祉協議会 会23-0313

相 談 介護相談 毎週木曜日

|電話相談 1 0時~ 1 2時、 1 3時~ 1 6時 (直通)ft23-5629 
家庭児童相談 毎日の執務時間中 市役所局齢福祉課 ft24-2111 内線 177
同和問題 1<:関する

毎日の執務時間中
大洲隣保館 ft24-6100 

何 で も 中目 談 大洲福祉会館 ft25-0947 
青少年相談電話 毎日の執務時間中 青少年センター ft24-7830 
ふれ愛スクール相談電話 毎日の執務時間中 国立大洲青年の家 ft24-1414 

案と
ー--.ιー

談本目

※いずれも無料です。お気軽にご相談ください。

z塁
塁塁
出E
理議7
5属
物Pm 
j尺I
の里
門
松

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

柳
沢
、
藤
縄
、
田
処
の
3
地
区
か
ら
な
る
ふ
る
さ
と
柳
沢
は
、

雲
海
や
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
里
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
豊
か
な
自

然
は
こ
こ
に
暮
ら
す
私
た
ち
の
誇
り
で
す
。
時
代
の
流
れ
で
ふ
る

さ
と
を
離
れ
た
人
た
ち
も
い
ま
す
が
、
ほ
た
る
ま
つ
り
な
ど
の
行

事
や
公
民
館
だ
よ
り
の
送
付
を
と
お
し
て
今
も
支
流
が
続
い
て
い

る
の
も
自
慢
の
ひ
と
つ
で
す
。

最
近
で
は
柳
沢
の
自
然
に
魅
了
さ
れ
た
人
や
新
し
く
農
業
を
士
山

す
人
た
ち
が
移
り
住
み
、
将
来
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
め
担
い
手
と

し
て
地
域
活
性
化
の
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
帰
省
し
て
正
月
を
ふ
る
さ
と
で
過
ご
す
皆
さ
ん
を

歓
迎
す
る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
木
林
森

(ひ
ふ
み
)
夢

つ
ラ
ブ

(平
在
和
生
会
長
)
と
柳
沢
後
継
者
協
議
会

(穂
積
浩
二

会
長
)
の
メ
ン
バ
ー
が
毎
年
地
区
入
り
口
の
道
路
沿
い
に
大
き
な

門
松
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

「柳
沢
ょ
い
と
こ
、

一
度
は
お
い
で
」
柳
沢
の
雲
海
は
最
高
で
す

よ
/
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

今
回
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
の
は

、
柳
沢
公
民
館
の
深
部
さ
ん
で

し
た

。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

。

企ふるさとに帰ってきた人たちを

出迎える大きな門松
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大洲市内の交通事故

11月末現在 昨年同期

件数 266 244 

負傷者 372 329 

死者 4 2 

平成12年11月30日現在

39，258人 (+47) 出生 25人 (+3) 

18，744人 (+ 17) 死亡 36人 (+17) 

20，514人(+30) 

14，493世帯(+ 16) ( 

市民の動き

)内は対前月比

人口

男

女

世帯数

市 県 民税 4期
国民健康保険税5期
納期は 1月31日です

今月の納税は
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